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Isolation Kit (MO BIO社)を用いてDNA抽出を行った｡
PCRの条件は, DNA液からのPCRについてはnested-
pcRで真正細菌の16S rRNA遺伝子を対象と　した











※f:foJWard primer, r: reverse primer. ※prirner 341ト907r had the GC clamp.
山本ほか:遺伝子組換え植物見本園の作成と継続的モニタリング及び情報提供　　　　　　　15
pcRでは341ト907r (Muyzer et a1., 1997)のプライマー
をそれぞれ用いた｡ PCR反応のDNAポリメラーゼはEx
Taq(Takara)を使用した｡温度条件等は表1の通りであ
るo DGGEについてはD-Code system (Bio-Rad)を用いたo
方法は同社のプロトコルに準拠した｡ 8%アクリルアミド
























































































































































































× 104 (cfu/g乾土), GM　土壌9.4 × 104 (cfu/g乾土),
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